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試験区分の新設・見直しの趣旨

　2020年 12月，政府は今後のデジタル社会への対

応やその司令塔となるデジタル庁の設置を示した

「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」☆ 1

を閣議決定した．その中で，デジタル庁を含む政府

部門においてデジタル政策の中心となるような人材

を確保する観点から，人事院に対して国家公務員採

用総合職試験（以下「総合職試験」）に新たな区分（デ

ジタル）を設けることが要請された．これを受けて，

2021年４月，情報系の専門的な素養を持つ有為の

人材をこれまで以上に確保するため，2022年度よ

り，総合職試験に「デジタル区分」を新設するとと

もに，国家公務員採用一般職試験（以下「一般職試

験」）の「電気・電子・情報区分」について，試験

内容の見直しを行った上で，区分の名称を「デジタ

ル・電気・電子区分」とすることを人事院は発表し

た．「デジタル区分」からの採用者には，情報系の

知識を持って，各府省の政策の企画および立案また

は調査および研究に従事することが期待される．

　今回は，この場を借りて，総合職試験「デジタル

区分」と一般職試験「デジタル・電気・電子区分」

☆ 1 デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針，
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/dgov/dai10/gijisidai.html

の概要と，「デジタル区分」についてはその試験問

題例を紹介する．

　なお，国家公務員採用試験のより詳細な情報につ

いては，人事院の国家公務員試験採用情報 NAVI☆ 2

を参照されたい．

総合職試験「デジタル区分」の概要

　総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）は，政

策の企画および立案または調査および研究に関する

事務をその職務とする係員を採用するための試験で

ある．2022年度の総合職試験では，その専門性に

応じた表 -1の区分の試験を実施する．
　表 -1におけるいずれの区分においても，第 1次

試験では，すべての受験者が共通して解答する基礎

☆ 2 国家公務員試験採用情報NAVI，
http://www.jinji.go.jp/saiyo/syokai/digital_gaiyou.html

佐藤　壮 人事院人材局企画課制度班

国家公務員採用総合職試験における
「デジタル区分」の新設について
─試験の概要と「デジタル区分」の
　試験問題例─
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表 -1　総合職試験（春試験）の試験の区分

院卒
行政，人間科学，デジタル，工学，数理科学・物理・地
球科学，化学・生物・薬学，農業科学・水産，農業農村
工学，森林・自然環境

大卒
程度

政治・国際，法律，経済，人間科学，デジタル，工学，
数理科学・物理・地球科学，化学・生物・薬学，農業科
学・水産，農業農村工学，森林・自然環境

＊このほかに，例年秋に実施する「法務区分」（院卒者試験），「教
　養区分」（大卒程度試験）がある．

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/dgov/dai10/gijisidai.html
http://www.jinji.go.jp/saiyo/syokai/digital_gaiyou.html
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能力試験（多肢選択式）と専攻分野に応じて必要な

専門的知識が問われる専門試験（多肢選択式）が行

われ，第 2次試験では，専門試験（記述式）や人物

試験等が行われる（表 -2）．
　これらの試験に合格後，自身の志望する官庁を訪

問し，各府省において採用されるかどうかが決定さ

れる．

　2022年度の総合職試験から，新たに設ける「デ

ジタル区分」の専門試験（多肢選択式）および専門

試験（記述式）では，情報系の試験種目の問題選択

の柔軟性を高め，受験者の専門性に合わせて受験し

やすくした．2021年度まで，情報工学（ハードウェ

ア）および情報工学（ソフトウェア）の問題は「工

学区分」において選択問題として出題されていたが，

「デジタル区分」の新設に伴い，「工学区分」では出

題されないこととなる．なお，「デジタル区分」で

の出題と一部重複する分野のある数理科学系の問題

は，「数学・物理・地球科学区分」の専門試験にお

いても引き続き出題される．

　2022年度の総合職試験（春試験）のスケジュー

ルについては図 -1に示すとおりを予定している．

総合職試験「デジタル区分」の
試験問題の詳細

　前述のとおり，総合職試験の専門試験には，多肢

選択式と記述式があり，いずれも試験区分ごとに専

門的知識，技術などを問うものである．このため，「デ

ジタル区分」の新設にあたっては，情報系専攻の受

験者の専門的知識，技術の学習達成度等を適切に測

定できるように，大学のカリキュラム・シラバスの

情報，有識者からの意見等を参考に出題科目の検討

を行った．

　情報分野は，技術革新の速い分野であり，大学お

よび大学院においては，基礎から最先端まで幅広い

分野の講義が行われている．このため，従来の「工

学区分」や「数学・物理・地球科学区分」で出題し

ている情報系の出題科目に限定するのではなく，出

題内容や科目についても見直しを行った．

専門試験（多肢選択式）
　多肢選択式試験は，幅広い専攻分野の受験者に対

応し，また，デジタル技術の広い範囲から専門性

図 -1　総合職試験（春試験）のスケジュール（2022 年度）

表 -2　総合職試験の試験種目

試験
試験種目

院卒者試験 大卒程度試験

第１次試験 基礎能力試験（多肢選択式）
専門試験（多肢選択式）

第２次試験
専門試験（記述式）
人物試験

政策課題討議試験 政策論文試験

英語試験
外部英語試験（TOEFL (iBT)，TOEIC (L&R)，IELTS，
英検）の結果を活用し，最終合格者決定の際に，
成績に応じて加点

2/1（火）受験案内公表予定
（Webページに掲載）

 3/18（金）～4/4（月） 申込受付
（インターネット）

 4/24（日）
第1次試験（筆記試験）

 6/20（月）最終合格発表

2月 3月 4月 5月 6月

 5/22（日） 第2次試験（筆記試験）
 5/24（火）～ 6/10（金） 第2次試験（人物試験等）
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に即した試験問題を選択できるよう，全問 63題中

から解答を要する問題を 40題とし，このうち情報

分野の基礎的な科目から受験者全員が解答を要する

必須問題として 20題を出題する．また，情報分野

の中心的科目から選択必須問題として 17題を出題

し，この中から 10題以上を選択して解答すること

とした．さらに，周辺領域の科目から選択問題を出

題することとし，選択必須問題と選択問題を合わせ

て 20題となるように解答する形式とした．表 -3に
出題科目と問題数を示す．

　出題科目のうち，必須問題の「情報と社会」および選

択必須問題の「情報技術」は，今回の区分新設により

情報系の専門的な科目として新たに出題することとした．

　「情報と社会」では，情報システムやデータ活用

の進展と社会とのかかわりなどに関する基礎的な問

題を出題する．また，「情報技術」では，計算機科

学や情報工学の応用技術である情報セキュリティ，

人工知能等に関する問題を出題する．

専門試験（記述式）
　専門試験（記述式）は，計算機科学，情報工学（ハー

ドウェア），情報工学（ソフトウェア），情報技術

の 4科目から 6題出題し，2題を選択して解答する

（表 -4）．これらのうち，情報技術は，「デジタル区分」
で新設する科目で，出題内容は多肢選択式試験と同

様である．計算機科学は，従来から，「数学・物理・

地球科学区分」において出題している情報科学を，

より計算機に関連した内容にして出題することとし

た．情報工学（ハードウェア），情報工学（ソフトウェ

ア）は，「工学区分」で出題していた科目を「デジ

タル区分」に移設する．「デジタル区分」では，従

来の「工学区分」ではできなかった記述式問題の同

じ科目から 2題（情報工学（ハードウェア）から

2題または情報工学（ソフトウェア）から 2題）を

選択することができることとし，これまでよりも受

験者の専門分野から選択をしやすいようにした．

試験問題例
　これまで説明した専門試験（多肢選択式）および

専門試験（記述式）の試験問題例を紹介する．な

お，本節で紹介する問題を含む「デジタル区分」の

試験問題例は，人事院の国家公務員試験採用情報

NAVIにも掲載している．

■専門試験（多肢選択式）
　今回の区分新設により新たに出題することとされ

た必須問題の「情報と社会」および選択必須問題の

「情報技術」の試験問題例を紹介する．

○情報と社会

専門試験（多肢選択式）【63 題中 40 題解答】

必須問題【20 題解答】 基礎数学⑩，情報基礎⑦，情報と社
会③

選択必須問題
【17題中 10題以上解答】

計算機科学③，情報工学（ハードウェ
ア）⑤，情報工学（ソフトウェア）⑤，
情報技術④

選択問題
【選択必須問題＋
  選択問題で 20 題解答】

線形代数・解析・確率・統計⑧，数
学モデル・オペレーションズリサー
チ・経営工学⑤，制御工学②，電磁
気学②，電気工学③，電子工学③，
通信工学③

専門試験（記述式）【６題中２題解答】

　計算機科学　　　　　　　　①

　情報工学（ハードウェア）　  ②

　情報工学（ソフトウェア）　  ②

　情報技術　　　　　　　　　①

○内の数字は出題する問題数○内の数字は出題する問題数

表 -3　専門試験（多肢選択式）の出題科目

表 -4　専門試験（記述式）の出題科目
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○情報技術

■専門試験（記述式）
　計算機科学，情報工学（ハードウェア），情報工

学（ソフトウェア），情報技術の試験問題例を紹介

する．なお，専門試験（記述式）の試験問題例は，

国家公務員試験採用情報 NAVIに掲載している各

科目の試験問題例の一部を抜粋したものである．

○計算機科学

○情報工学（ハードウェア）
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○情報工学（ソフトウェア）

○情報技術

一般職試験
「デジタル・電気・電子区分」の概要

　一般職試験（大卒程度試験）は，定型的な事務を

その職務とする係員を採用するための試験である．

　2022年度の一般職試験（大卒程度試験）は，そ

の専門性に応じた表 -5の区分の試験を実施する．
　試験種目は表 -6に示すとおりであり，一般職試
験（大卒程度試験）についても，志望する官庁を訪

問し，各府省において採用されるかどうかが決定さ

れる．

　一般職試験「デジタル・電気・電子区分」は，

2021年度までの「電気・電子・情報区分」から名

称が変更され，これまで必須問題であった一部の問

題が選択問題となることで，情報系の受験生および

電気・電子系の受験生がより受験しやすい区分と

なった．

試験 試験種目

第１次試験

基礎能力試験（多肢選択式）

専門試験（多肢選択式）

専門試験（記述式）

第２次試験 人物試験

＊行政区分については全国９つの地域ごとに区分が分けられて
　いる

行政，デジタル・電気・電子，機械，土木，建築，物理，化学，
農学，農業農村工学，林学

表 -5　一般職試験（大卒程度試験）の受験区分

表 -6　一般職試験（大卒程度試験）の試験種目
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　2022年度の一般職試験（大卒程度試験）のスケ

ジュールについては，図 -2のとおりを予定している．

2022 年度の
国家公務員採用試験について

　総合職試験「デジタル区分」および一般職試験「デ

ジタル・電気・電子区分」の科目の検討や 2022年

度試験問題の作成において，多くの専門家の方々に

ご尽力をいただいたことに感謝申し上げる．

 6/12（日）第1次試験（筆記試験）  8/16（火）最終合格発表

2月 月 6月 7月 8月

 7/13（水）～ 7/29（金） 第2次試験（人物試験） 3/18（金）～ 4/4（月）申込受付
（インターネット）

 2/1（火）受験案内公表予定
（Webページに掲載）

　繰り返しとなるが，国家公務員採用試験の受験申

込期間等の情報は，例年 2月頃の発表となることか

ら，2022年度試験の情報については，人事院Web

ページで随時確認されたい．
（2021年 11月 25日受付）

（2021年 12月 15日 note公開）

佐藤　壮　kohchan@jinji.go.jp
　2006 年人事院に採用，財務省や内閣官房への出向，人事院事務総
局総務課長補佐等を経て 2020 年より現職（人事院人材局企画課長
補佐（制度班））．

図 -2　一般職試験（大卒程度試験）のスケジュール（2022 年度）




